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回
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t土

じ

め

一
九
世
紀
末
か
ら
二

O
世
紀
の
初
め
に
、

る
。
彼
は
こ
の
地
域
の
オ
ア
シ
ス
の
景
観
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

回
彊
〈
清
朝
支
配
下
の
新
彊
南
部
〉
の
各
地
を
贋
く
調
査
し
た
人
物
の
ひ
と
り
に
、

ス
タ
イ
ン
が
い

〈

こ

の

地

域

の

オ

ア

シ

ス

は

、

ど

の

よ

う

な

規

模

の

も

の

で

あ

れ

、

も
、
濯
瓶
の
た
め
に
わ
ず
か
に
段
落
を
つ
け
た
、
同
じ
よ
う
な
小
委
畑
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
、
棉
畑
な
ど
を
、
白
柳
と
柳
の
並
木
の
、
同

(
1〉

じ
よ
う
な
う
ね
う
ね
と
し
た
道
を
:
:
:
(
中
略
〉
:
・
・
:
(
そ
し
て
〉
同
じ
よ
う
な
小
さ
な
庭
園
や
果
樹
園
を
み
る
こ
と
に
な
る
。

嘗
時
の
回
彊
オ
ア
シ
ス
に
つ
い
て
の
同
様
の
記
述
は
、
例
示
の
い
と
ま
の
な
い
程
に
多
い
。
ま
た
現
在
に
於
い
て
も
、
農
村
の
朕
況
は
基
本

そ
れ
が
)

ど
の
よ
う
な
位
置
で
あ
れ
、

放
行
者
は
ど
こ
へ
行
っ
て



的
に
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
。

ス
タ
イ
ン
が
ど
の
オ
ア
シ
ス
に
も
共
通
す
る
と
し
た
三
つ
の
畑
の
作
物
に
は
、
注
意
を
要
す
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

ロ
コ
シ
(
日
固
定
巾
)
が
事
名
〈

N
g
g
a師
〉
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
新
大
陸
に
由
来
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

専
門
家
に
は
蓄
聞
周
知
に
属
す
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
漢
籍
で
玉
米
と
も
表
現
さ
れ
る
、

意
義
を
考
察
す
る
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

ト
ウ
モ

こ
の
作
物
の
回
彊
に
お
け
る
歴
史
的

回
彊
へ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
惇
来

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
最
近
の
専
論
が
あ
る
。
新
彊
祉
舎
科
事
院
で
精
力
的
に
回
彊
祉
舎
経
済
史
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
湾
清
順
氏
の

(
2〉

「
新
彊
に
お
け
る
玉
米
の
栽
培
と
嬢
張
」
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
題
名
か
ら
剣
る
よ
う
に
回
彊
地
域
だ
け
で
な
く
、
新
彊
全
瞳
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

を
論
じ
た
、
現
時
貼
で
は
最
も
詳
細
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
し
ば
ら
く
は
若
干
の
補
足
コ
メ
ン
ト
を
加
え
つ
つ
、
そ
の
所
論
を
紹
介
し
て

(

3

)

 

お
き
た
い
。

-103ー

旗
開
清
順
氏
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
(
玉
米
)
の
海
路
に
よ
る
中
園
俸
来
を
安
嘗
と
さ
れ
、
沿
海
部
か
ら
内
陸
へ
の
普
及
の
一
環
と
し
て
、

彊
停
播
を
考
え
て
お
ら
れ
る
〈
八
一
頁
。
以
降
斉
氏
の
蛍
該
論
文
は
頁
の
み
を
示
す
〉
。
氏
の
論
擦
は
清
朝
の
新
彊
進
出
以
前
と
直
後
に
は
、
一
か
の
地
‘

で
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
の
主
献
的
誼
撮
が
な
い
こ
と
に
あ
り
、
こ
の
作
a
物
の
中
圏
内
地
か
ら
の
移
入
者
に
よ
る
搬
入
を
自
明
と
し
て
い
る
か

そ
の
新

の
如
く
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
は
筆
者
は
同
意
で
き
な
い
。
さ
し
あ
た
り
の
根
擦
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、

「一言停
え
」
で
は
あ
る
が
、
ト
ウ
モ

(
4〉

ロ
コ
シ
が
一
五
五

O
年
こ
ろ
西
ア
ジ
ア
か
ら
、
メ
ッ
カ
巡
櫨
者
に
よ
っ
て
賀
さ
れ
た
と
す
る
現
地
情
報
も
、
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

』滞
朝
ひ

い
て
は
中
圏
内
地
人
の
新
彊
進
出
よ
り
二
百
年
以
上
も
前
に
、
既
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
俸
承
の
形
で
知
ら
れ
て
い

255 

る
か
ら
で
あ
る
。
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回
彊
の
西
都
ウ
ズ
ベ
ク
・
タ
ジ
ク
そ
し
て
キ
ル
ギ
ス
の
地
に
俸
わ

(

5

)

 

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
メ

γ
カ
u
キ
ピ
・
オ
オ
ム
ギ
ハ
目
。

r
Z』
o
F
R
C
あ
る
い
は
皐
に
メ
ッ
カ
(
回
会
}
内
相
〉
と
呼
ば
4

れ
て
お

第
二
に
、
上
記
の
停
承
を
裏
附
け
る
よ
う
な
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
呼
稽
が
、

り

あ
た
か
も
ト
ル
コ
で
こ
の
種
が
ミ
ス
ル
(
エ
ジ
プ
ト
〉
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、

回
彊
オ
ア
シ

ハ
6
〉

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
古
く
か
ら
の
テ
ュ
ル
ク
語
コ
ナ
ッ
ク
ハ
』
0
2
6、
あ

そ
の
由
来
を
具
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ス
住
民
(
テ
ュ
ル
キ
1
)
の
直
接
の
末
喬
で
あ
る
現
代
ウ
イ
グ
ル
人
は
、

る
い
は
ケ

γ
ミ
N

コ
ナ
ッ
ク
ハ
E
B
B
-
A
B
Z
l
(穏
の
〉
垂
れ
下
が
ら
な
い
コ
ナ
ッ
ク
|
〉
と
呼
び
、

ウ
ズ
ベ
ク
な
ど
と
は
事
情
を
異
に
す
る
が
、

(

7

)

 

雨
者
の
交
流
は
停
統
的
で
あ
り
、
可
能
性
の
貼
で
は
中
圏
内
地
か
ら
の
俸
衆
よ
り
高
い
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

t

三
番
目
に
は
、
乾
隆
年
開
末
〈
一
七
九
五
年
l
以
降
は
西
暦
の
概
差
値
|
〉
の
編
と
さ
れ
る
『
御
製
五
瞳
清
文
鑑
』
に
、
マ
ン
シ
ュ
ウ
語
〉
子
同

モ
ン
ゴ
ル
語
・
巾
丘
町
巳
笹
山
田

E
と
併
記
さ
れ
て
テ
ュ
ル
キ
l
語

回
}
H
C

目
}
同
区
〈
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
ナ
ソ
パ
ン
キ
ピ
〉

に
掛
臆
す
る
漢
語
・
玉
杭
、

(
8〉

，

w
w
O
E
r
o
B
W
(古
い
き

EG)
が
摩
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
時
貼
で
「
古
い
」

と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、

そ
の
二
、

O
年
前
の
初
停
で
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あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

孤
立
的
な
情
報
で
あ
る
が
、
乾
隆
三
七
三
七
七
二
)
年
初
編
と
さ
れ
る
永
貴
の
『
回
彊
志
』
の
一
寓
本
に
は
、
既
に
「
テ
ュ
ル
キ

l

(
9〉

(
回
人
)
が
栽
培
す
る
諸
々
の
食
用
作
E

物
、
約
十
三
種
類
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
主
米
を
掲
げ
て
い
る
。
(

叩

〉

さ
ら
に
は
、
嘉
慶
一
三
(
一
八
O
八
)
年
編
の
甘
粛
省
粛
州
の
地
方
志
に
、
以
下
の
よ
う
な
情
報
が
あ
る
。

回
国
大
褒
。
粛
州
に
昔
は
な
か
っ
た
が
、
近
頃
「
西
夷
」
が
種
を
持
ち
込
ん
だ
。
い
ま
こ
れ
を
植
え
て
い
る
の
は
、
そ
う
多
く
は
な
い
。

ま
た
、形

は
大
き
く
て
丸
く
、
色
は
白
い
0

5

室
や
穂
も
他
の
ム
ギ
類
と
は
遣
っ
て
い
る
。
別
名
を
西
天
褒
と
も
い
う
。

も
し
こ
れ
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
認
め
う
る
な
ら
ば
、
賞
時
の
粛
州
に
現
れ
た
西
夷
と
は
回
彊
の
住
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

も
中
圏
内
地
の
一
角
粛
州
に
西
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
以
上
、
回
彊
へ
の
東
か
ら
の
俸
播
を
想
定
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
ろ
う
。

で
な
く
と

以
上
の
逼
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
作
物
は
清
朝
の
準
出
以
前
に
、
西
方
か
ら
回
彊
に
俸
一
来
し
て
い
た
と
、
結
論
さ
れ
る
。

議
論
を
も
と
に
も
ど
し
て
、
斉
清
順
氏
が
一
六
五

O
年
こ
ろ
の
ロ
シ
ア
使
節
パ
イ
コ
フ
な
ど
を
引
用
し
て
、
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
一
八
世
紀



以
前
に
は
、

，新
彊
一
で
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
の
文
献
詮
捜
は
な
い
。
少
な
く
と
も
主
要
作
物
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、

ズ
ラ
ト
キ

γ
氏
な
ど
の
研
究
も
参
照
し
た
上
で
、
筆
者
も
断
言
す
る
。

一
八
世
紀
中
葉
ま
で
は

旗
門
氏
に
よ
れ
ば
、
か
の
地
で
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
初
見
は
乾
隆
四

O
(
一
七
七
五
)
年
の
編
に
な
る
『
伊
江
実
質
』
「
土
産
」

「
玉
杭
」
で
あ
る
と
す
る

〈八
二
|
八
一
一
一
頁
〉
。
こ
の
玉
杭
が

『
御
製
五
瞳
清
文
鑑
』
に
見
え
る
之
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
し
、
『
回
彊
士
山
』

の
一
寓
本
に
は
、
既
に
玉
米
が
載
っ
て
い
る
こ
と
も
上
に
指
摘
し
た
。
既
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
在
来
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
以
上
、
漢
籍
で
の

初
克
を
求
め
て
も
あ
ま
り
意
味
は
な
い
。
問
題
は
普
及
の
時
期
と
そ
の
原
因
に
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

の

に
見
え
る

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
普
及
と
そ
の
原
因

さ
て
膏
氏
に
よ
れ
ば
一
八
世
紀
の
七

0
年
代
に
新
彊
に
俸
え
ら
れ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
は
あ
る
が
、
嘗
時
は
ま
だ
人
口
に
比
べ
て
耕
地
が
多

く
、
長
期
に
わ
た
る
栽
培
の
停
統
や
曙
好
、

司
た
‘と
す
る
〈
八
二
|
八
回
頁
〉
。

そ
し
て
回
賦
が
主
と
し
て
コ
ム
ギ
で
徴
牧
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
急
速
な
普
及
隠
は
至
ら
な
か

氏
も
掲
げ
て
お
ら
れ
る
一
八
世
紀
後
半
の
清
朝
の
漢
籍
史
料
の
竹
す
れ
に
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、

-105ー

主
要
な
作

物
Lι

し
て
は
言
及
が
な
い
。
蛍
時
に
お
い
て
も
目
立
つ
品
種
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
朕
況
は
一
九
世
紀
の
半
ば
か
ら
一
轄
す
る
。
氏
は
威
豊
七
(
一
八
五
七
)
年
の
回
彊
の
オ
ア
シ
ス
の
ひ
と
つ
一ク
チ
ャ
で
捕
獲
さ
れ
た

〈

日

〉

反
清
蜂
起
に
絡
む
渡
牧
財
産
の
記
事
に
注
目
す
る
。
そ
こ
に
リ
ス
ト
H

ア
ッ
プ
さ
れ
た
「
コ
ム
ギ
八
百
餅
・
オ
オ
ム
ギ
二
十
二
餅
・
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
二
百
二
十
一
餅
、
組
計
五
百
二
十
一
石
五
斗
」
の
内
容
か
ら
、

「
ト
ウ
一モ
ロ
コ
シ
は
コ
ム
ギ
に
衣
い
で
第
二
の
位
置
に
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
こ
の
頃
に
は
既
に
回
彊
各
地
で
か
な
り
普
遍
的
に
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
特
に
多
数
の
下
層
農
民
た
ち
の
う
ち
で
は
、
既

に
日
常
生
活
で
の
主
要
食
糧
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
」

〈
八
四
頁
〉
と
主
張
さ
れ
る
。

氏
は
以
降
、

一
八
七
六
年
の
ク
ロ
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パ
ト
キ
ン
、
光
緒
末
年
の
プ
ル
ジ
ェ
ワ
ル
ス
キ
ー
ら
の
報
告
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
回
彊
の
主
要
品
種
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

〈
光
緒
三
思
年
の
カ
シ
ュ
ガ
ル
日
オ
ア
シ
ス
の
記
録
内
疏
勤
府
郷
土
志
』

の
地
域
の
物
産
に
、

そ
し
て
一
九

O
八

「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
〈
菅
谷
〉
は
毎
年
十
一
高
石
、
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コ
ム
ギ
は
毎
年
十
三
、
十
四
高
石
、

後
期
、
印
ち
一
九
世
紀
後
半
期
は
、

イ
ネ
(
積
谷
)
は
毎
年
約
二
、
三
高
石
産
す
る
」
と
す
る
一
保
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
が
回
彊
各
地
で
急
速
に
披
張
し
た
時
期
で
あ
る
。
」
と
結
論
さ
れ
る
。

純
計
三
駐
の
史
料
を
引
き
、

「
清
朝
の

「
一
九
世
紀
」

の
援
張
、
こ
れ
は
織
案
で
あ
る
。

筆
者
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
な

一
九
世
紀
前
半
の
負
の
史
料
を
提
示
し
て
、
湾
読
の
補
強
を
し
た
い
。

(

ロ

)

一
八
O
九
(
嘉
慶
一
四
)
年
の
那
彦
成
の
農
作
業
報
告
や
、
一
八
一
三
年
に
イ
ン
ド
か
ら
こ
の
地
に
入
り
そ
の
西
部
を
厳
行
し
た
ミ

l
ル
H

(
臼
〉

イ
ゼ
y
ト
日
ウ
ッ
ラ
1
の
報
告
に
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
同
定
し
う
る
作
物
が
停
え
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
一
八
二

0
年
代
の
ジ
ャ
ハ
ン
H

ギ
l

ル
の
動
観
の
善
後
策
に
闘
す
る
豊
富
な
文
書
中
に
も
、
そ
れ
と
お
ぼ
し
き
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
以
上
の
三
貼
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
に
於
い
て
も
回
彊
で
は
ま
だ
特
記
に
値
す
る
作
物
で
は
な
か
?
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
八
五

0
年
代
、
氏
が
ク
チ
ャ
H

オ
ア
シ

ス
で
指
摘
し
た
こ
と
と
同
じ
現
象
を
、
筆
者
も
カ
シ
ュ
ガ
ル
か
ら
ヤ
ル
カ
ン
ド
な
ど
の
各
地
を
見
聞
し
た
カ
ザ
フ
系
ロ
シ
ア
軍
人
ワ
リ
ハ
ノ
フ

(
U〉

の
報
告
か
ら
確
認
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
主
要
品
種
の
ひ
と
つ
と
し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
記
述
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
先
掲
の

-106ー

「
こ
の
頃
ハ
一
八
五
七
年
|
|
筆
者
〉
に
は
既
に
回
彊
各
地
で
か
な
り
普
遍
的
に
栽
培
さ
れ
て
」
い
た
と
す
る
費
氏
の
意
見
に
賛
同
す
る
。

と
も
氏
の
「
特
に
多
散
の
下
層
農
民
た
ち
の
う
ち
で
は
、
既
に
日
常
生
活
で
の
主
要
食
糧
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
」
と
の
見
解
に
は
、
現
在
の
史

料
朕
況
か
ら
は
剣
定
不
能
と
い
う
こ
と
で
、
賛
否
を
留
保
す
る
。

も
イコ

そ
し
て
、

一
九
世
紀
の
六
O
|
七
0
年
代
に
回
彊
西
部
に
入
り
、
最
も
早
く
に
現
地
語
の
僻
書
を
世
に
出
し
た
シ
ョ
ウ
が

Aogρ

(

日

〉

の
解
を
興
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
い
時
代
に
は
雑
穀
類
を
示
し
て
い
た
コ
ナ
γ
ク
の
語
が
、
少
な
く
と
も
回
彊

の
韮
聞
に

「

FegagH口
、
白
色
N
開
」

西
部
J
|カ
シ
ュ
ガ
ル
・
ヤ
ル
カ
ン
ド
地
域
ー
ー
で
は
、
こ
の
こ
ろ
に
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

こ
の
一
九
世
紀
中
葉
以
降
に
顕
著
な
、

掲
げ
る
〈
八
四
|
八
六
頁
〉
。
ま
ず
第
一
に
、
回
彊
の
嘗
一
該
時
期
の
人
口
増
の
結
果
、

さ
て
、

回
彊
で
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
急
速
な
普
及
の
原
因
を
考
察
し
て
、

必
要
食
糧
が
増
大
じ
、

斉
氏
は
以
下
の
四
貼
を

限
ら
れ
た
土
地
面
積
で
は
、
車
位



牧
量
の
多
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
歓
迎
さ
れ
た
。
第
二
に
、
ほ
ぼ
同
様
に
優
れ
た
牧
穫
率
を
も
っ
こ
の
品
種
が
)
「
統
治
階
蔽
」
や
「
と
り
わ
け

コ
l
カ
ン
ド
の
軍
人
ヤ
ク

1
ブ
H

ベ
ク
一
涯
の
新
彊
侵
入
」
の
せ
い
で
貧
窮
化
じ
た
農
民
層
を
引
き
附
け
た
。
第
三
に
、
家
畜
飼
料
と
し
て
の

利
用
も
始
め
ら
れ
、

奮
衆
の
オ
オ
ム
ギ
・
コ
ウ
リ
ャ
ン
・
エ
ン
ド
ウ
(
碗
豆
)
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、

更
に
栽
培
の
績
張
が
加
速
さ
れ
た
。

こ
の
頃
か
ら

l
!と
り
わ
け
一
八
八
四
ハ
光
緒
一

O
〉
年
の
新
彊

第
四
に
、
内
地
で
ト
ウ
モ
戸
コ
シ
の
栽
培
経
験
を
も
っ
北
方
系
』の
移
民
と
、

省
の
設
立
以
降
|
|
自
由
に
な
っ
た
、
現
地
の
テ
ュ
ル
キ
!
と
の
「
経
済
文
化
交
流
」
の
結
果
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

'一~見
も
っ
と
も
な
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
一
九
世
紀
回
彊
で
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
急
速
な
普
及
と
い
う
史
賓
の
確
認

を
共
有
し
な
が
ら
、
氏
と
筆
者
と
歴
史
理
解
に
か
な
り
の
隔
り
が
あ
る
。
と
り
わ
け
第
四
の
理
由
は
、
内
地
か
ら
の
停
来
設
の
附
随
的
理
由
で

コ
メ
ン
ト
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。

理
由
は
い
ず
れ
も
、

あ
る
か
ら
、

と
も
か
く
、
氏
と
筆
者
の
理
解
の
遣
い
を
以
降
に
展
開
し
て
み
よ
う
。

旗
門
清
順
氏
の
考
え
ら
れ
た
理
由
の
最
初
の
も
の
は
、
嘗
時
の
回
彊
人
口
の
迅
速
な
増
加
と
耕
地
の
逼
迫
に
あ
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
人

(
日
〉

口
増
加
塵
が
祉
舎
生
産
力
を
向
上
さ
せ
る
の
か
、
或
い
は
生
産
諸
篠
件
の
向
上
が
人
口
を
増
や
す
の
か
の
剣
定
は
、
歴
史
事
で
は
個
別
の
事
例

分
析
の
課
題
に
属
す
る
。
氏
の
如
く
人
口
が
増
え
て
耕
地
が
不
足
し
た
か
あ
新
品
種
が
普
及
し
た
と
説
く
以
上
、
そ
の
前
提
の
確
立
が
必
須
で

あ
ろ
う
。

-107-

清
朝
支
配
期
の
回
彊
で
の
テ
ュ
ル
キ
I
人
口
の
増
加
に
つ
い
て
は
、

〈

臼

〉
で
、
事
界
の
定
説
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
増
加
率
や
正
確
な
数
値
は
未
確
定
な
が
ら
、
人
口
増
加
そ
の
も
の
は
史
賓
と
し
て
認
め
ら
れ
、
そ
の

概
敷
も
清
朝
征
服
時
の
数
十
寓
人
か
ら
、
今
世
紀
初
頭
の
二
百
高
程
度
、
お
お
よ
そ
百
五
十
年
聞
に
三
、
四
倍
を
想
定
し
て
大
き
く
は
誤
ら
な

(

羽

)

い
で
あ
ろ
う
。

多
く
の
研
究
者
の
言
及
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

佐
口
透
氏
ら
の
論
謹
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人
口
増
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
生
産
手
段
の
ひ
と
つ
、

(

四

〉

(

加

)

が
、
こ
れ
も
佐
口
議
氏
の
研
究
や
)
股
晴
氏
の
研
究
が
あ
る
。
そ
し
て
、
共
通
の
結
論
と
し
て
耕
地
面
積
に
立
脚
し
た
税
額
は
一
七
六

O
年
か

さ
て
一
方
の
、

耕
地
の
規
模
に
つ
い
て
は
、

後
に
謹
一べ
る
よ
う
な
問
題
が
あ
る



清
朝
の
耕
地
の
調
査
は
、

ら
一
八
二
O
|
三
O
年
の
開
に
二
倍
以
上
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
も
一
八
五

0
年
代
に
至
る
ま
で
の
耕
地
の
績
大
が
確
認
で
き
る
。
上
記
の

(

幻

〉

い
ず
れ
も
現
地
ベ
ク
を
介
し
た
間
接
的
な
こ
と
で
共
通
し
て
お
り
、
把
鐘
能
力
の
向
上
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

260 

で
あ
る
な
ら
ば
一
八
五

0
年
代
の
回
彊
で
は
、
従
来
|
|
清
朝
準
出
以
前
ー
ー
の
二
倍
以
上
の
耕
地
の
擦
大
が
推
定
可
能
で
あ
り
、
と
す
れ
ば

新
品
種
の
急
速
な
普
及
の
第
一
原
因
と
し
て
は
、
疑
念
の
絵
地
が
あ
る
。
こ
の
耕
地
面
積
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
考
察
を
績
け
て
み
よ
う
。
そ

と
に
は
嘗
時
の
回
彊
農
業
の
生
産
性
の
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

耕
地
面
積
を
め
ぐ
っ
て

先
に
紹
介
し
た
佐
口
氏
は
、
ま
た
一
八
世
紀
後
半
の
回
彊
耕
地
の
絹
針
面
積
も
、
先
掲
文
献
の
中
で
推
算
さ
れ
て
い
る
。
管
見
で
は
新
彊

建
省
(
一
八
八
四
年
)
以
前
の
そ
れ
を
劃
象
に
さ
れ
た
黙
で
、
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
佐
ロ
設
の
公
刊
以
降
三
十
年
を
程
た
現
在
で
も
、
そ
れ
に

(

詑

)

代
わ
る
提
案
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
次
に
氏
の
所
設
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

さ
れ
た
。

佐
口
氏
は
全
般
的
な
史
料
の
な
い
一
入
l
一
九
世
紀
中
葉
ま
で
の
土
地
面
積
を
知
る
手
懸
か
り
と
し
て
、
清
朝
の
定
め
た
徴
税
額
に
注
目

そ
し
て
コ
ム
ル
・
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
等
の
行
政
上
の
特
殊
地
匝
(
郡
王
領
)
を
除
い
て
、
回
彊
の
耕
地
を
三
種
類
に
分
け
て
考
察
さ
れ

-108ー

た
。
牧
穫
量
の
十
分
の
一
を
現
物
納
す
る
土
地
、
同
じ
く
十
分
の
五
を
牧
め
る
土
地
、

そ
し
て
現
地
人
官
吏
の
職
分
固
と
し
て
1

1

耕
作
人
附

き
で
|
|
貸
輿
さ
れ
た
耕
地
(
伯
克
養
廉
地
〉
の
三
穫
が
そ
れ
で
あ
る
。

氏
は
、
最
も
大
き
い
比
率
を
占
め
る
「
十
分
之
一
税
地
」
か
ら
の
糧
税
の
回
彊
で
の
糟
額
が
、

る
こ
と
を
漢
籍
史
料
か
ら
、
確
認
さ
れ
た
上
で
、
「
偲
の
牧
穫
量
を
播
種
量
の
最
低
十
倍
と
す
る
と
播
種
量
は

g・
8
0石
と
な
り
、

go-go

石
の
年
生
産
高
が
推
定
さ
れ
、
一
一
畝
の
播
種
量
を
卒
均
一
斗
と
す
る
と
、
ウ
イ
グ
ル
農
民
私
有
地
の
耕
地
面
積
は
約

go-go畝
と
計
算
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
さ
れ
、
「
こ
の
計
算
の
適
否
は
別
と
し
て
も
」
、
や
は
り
同
じ
係
数
で
伯
克
養
廉
地
の
面
積
を
推
算
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
種
の
耕
地
は
各
史
料
で
は
播
種
す
る
穀
物
量
パ
ト
マ
ン
令
国

5
8
・官

5
8
伯
特
務
〉
で
表
示
さ
れ
て
お
り
、

一
人
世
紀
後
半
で
は
大
約
六
高
石
程
度
で
あた

だ
し
、

一
八
世
紀
の
一
史



料
に
擦
れ
ば
、
回
彊
全
睡
で
約
八
高
バ
ト
マ
ン
播
種
の
地
と
さ
れ
て
い
た
。
佐
ロ
民
は
こ
の
敷
値
か
ら
次
の
よ
う
な
換
算
を
試
み
ら
れ
た
。

バ
ト
マ
ン
の
穀
物
は
乾
隆
二
六
〈
一
七
六
一
)
年
以
来
の
定
制
と
し
て
五
・
三
石
に
相
嘗
す
る
か
ら
λ

約
八
高
バ
ト
マ
ン
の
糧
は
約
四
高
二
千
石

に
等
し
い
。
そ
し
て
聞
高
二
千
石
が
播
種
さ
れ
る
贋
さ
の
面
積
と
は
、
前
掲
の
よ
う
に
一
畝
に
一
斗
が
播
種
さ
れ
る
と
み
て
、
約
四
十
二
高
畝

と
い
う
推
算
値
を
提
示
さ
れ
た
。

民
は
官
有
の
十
分
の
五
一税
の
地
に
つ
い
て
、
そ
の
面
積
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
敷
値
を
出
し
て
お
ら
れ
な
い
。
が
し
か
し
、
既
に
見
て
き
た

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
ず
諸
史
料
に
記
す
、
こ
の
種
の
土
地
か
ら
の
税
糧
額

は
大
約
一
高
一
千
五
百
石
か
ら
一
高
五
千
石
で
あ
る
。
J

慣
に
最
高
値
の
一
高
五
千
石
を
回
彊
で
の
純
額
主
す
れ
ば
、

ー放
穫
量
の
十
分
の
五
が
糧

税
額
で
あ
る
か
ら
、

、組
牧
穫
量
は
税
額
の
二
倍
の
三
高
石
と
な
る
。
「
牧
穫
率
を
十
倍
、
一
斗
を
一
畝
に
播
種
す
る
」
と
み
な
せ
ば
、
結
局
三

高
畝
が
導
き
出
せ
る
こ
と
に
な
る
。

よ
う
な
氏
の
俵
定
を
踏
襲
す
れ
ば
、

要
す
る
に
、
佐
口
氏
は
一
八
世
紀
後
学
の
回
彊
耕
地
を
、
農
民
私
有
の
約
六
十
高
畝
と
伯
克
養
廉
地
四
十
ニ
高
敵
1

1
そ
し
て
官
有
小
作
地

三
寓
敵

i
lの
合
計
百
徐
寓
畝
程
度
と
推
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
-。
ヘ

-109一

(

お

)

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
数
値
は
極
め
て
疑
わ
し
い
。
何
故
な
ら
ば
一、
一
八
八
七
年
に
初
め
て
清
朝
の
直
接
調
査
の
清
丈
で
、
登
録
さ
れ
た
回

(
川

A
〉

彊
の
耕
地
面
積
約
八
百
五
十
高
畝
と
の
整
合
が
不
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
百
二
十
年
前
後
の
聞
に
一耕
地
面
積
が
八
倍
以
上
に
増
加
す
る
事

ハ
お
〉

態
は
、
こ
こ
で
は
到
底
想
像
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
佐
口
説
へ
の
疑
貼
は
、
そ
の
推
算
の
基
礎
と
な
っ
た
牧
穫
率
と
播
種
密
度
の
俵
定
と
清
朝

史
料
の
誤
解
に
原
因
が
あ
る
、
と
筆
者
は
考
え
て
一い
る
。

6

先
掲
一の
如
く
、
氏
は
牧
穫
率
を
十
倍
と
し
て
計
算
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
嘗
一
該
時
期
の
回
彊
農
業
の
賞
瞳
に
閉
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
い

っ
た
い
に
、
斉
清
順
氏
の
論
考
の
全
般
的
な
批
剣
原
則
を
提
示
し
た
前
掲
の
註

ωで
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
天
山
山
脈
の
南
北
南
地
域
の
自
然

(
m
m
)
 

篠
件
の
差
異
は
隔
絶
し
て
い
る
し
、
内
地
か
ら
の
移
住
官
兵
に
よ
っ
て
回
彊
各
所
で
管
ま
れ
た
屯
団
地
か
ら
の
類
推
も
危
険
で
あ
る
。
嘗
事
者

テ
ュ
ル
キ
!
の
農
業
賞
瞳
を
窺
う
記
録
の
中
に
基
礎
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
し
、
敷
少
な
い
な
が
ら
も
、
公
刊
文
献
の
う
ち
に
そ
れ
ら
は
存
在

261 
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す
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
佐
口
氏
も
引
用
さ
れ
た
清
朝
軍
人
の
初
期
の
報
告
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

豊
作
の
年
に
は
七
、
八
倍
が
牧
穫
で
き
、
不
作
の
年
で
も
二
、
三
倍
は
牧
穫
で
き
る
。

〈

幻

)

(

お

)

と
あ
る
。
氏
は
、
こ
の
牧
穫
率
は
占
領
直
後
の
混
観
に
原
因
を
求
め
て
、
例
の
推
算
の
基
礎
数
値
と
し
て
は
無
視
さ
れ
て
し
ま
わ
れ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
は
清
朝
軍
の
回
彊
準
出
の
初
年
の
情
報
で
あ
り
、
盟
年
と
凶
年
の
事
例
を
述
べ
て
い
る
以
上
、
現
地
で
の
事
情
聴
取
の
結
果
と
観
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
け
っ
し
て
切
り
捨
て
ら
れ
る
数
値
で
は
な
い
。

さ
ら
に
清
朝
の
回
彊
支
配
が
確
立
し
て
い
く
中
で
、
奮
支
配
者
層
か
ら
渡
牧
し
て
官
営
小
作
地
と
な
っ
た
耕
地
に
つ
い
て
の
記
事
に
も
、
嘗

(

却

〉

時
の
牧
穫
率
を
窺
え
る
情
報
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
の
ひ
と
つ
を
次
に
示
そ
う
。

プ
ル
ハ
ン
H

ウ
ッ
デ
ィ

l
ン
達
の
叛
逆
者
か
ら
渡
牧
し
て
、
官
有
と
し
た
四
百
パ
ト
マ
ン
の
(
重
〉
量
の
穀
を
矯
種
す
べ
き
面
積
の
土

の
穀
を
播
種
す
べ
き
面
積
の
土
地
。

半
分
を
休
耕
と
し
半
分
に
植
え
附
け
を
し
て
、

毎
年
テ
ュ
ル
キ
!
と
折
半
し
て

(
官
に
納
入
さ
れ

-110ー

地

そ
の
後
オ
プ
ホ
地
直
で
摘
鼓
し
た
マ
ラ
ム
ら
の
叛
逆
者
に
従
っ
た
賊
の
事
件
(
の
結
果
)
、

官
有
と
な
っ
た
三
十
五
バ
ト
マ
ン
の
量

る
)
糧
六
百
九
十
二
パ
ト
マ
ン
。

こ
こ
で
は
、
合
計
で
四
百
三
十
五
バ
ト
マ
ン
の
穀
物
を
播
種
す
べ
き
土
地
の
う
ち
、
宇
分
を
休
耕
と
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
二
百
十
七
・
五

(ω
〉

バ
ト
マ
ン
程
度
の
穀
類
を
播
種
す
べ
き
土
地
が
賞
際
に
耕
作
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
面
積
の
土
地
か
ら
の
牧
穫
総
量
は
、
小
作

人
と
折
半
し
て
納
官
さ
れ
た
結
果
〈
六
百
九
十
二
パ
ト
マ
ン
〉
の
倍
額
、
お
お
よ
そ
一
千
三
百
八
十
四
パ
ト
マ
ン
と
推
算
さ
れ
る
。
こ
れ
を
寅

際
に
播
種
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
二
百
十
七
・
五
パ
ト
マ
ン
で
割
れ
ば
、
こ
の
耕
地
の
牧
穫
耕
平
は
約
六
・
四
と
算
出
で
き
る
。

ら
れ
、
先
掲
の
回
彊
で
の
牧
穫
率
を
八
、

同
様
な
入
官
地
デ
ー
タ
か
ら
算
出
さ
れ
る
牧
穫
率
は
ヤ
ル
カ
ン
ド
の
事
例
で
は
、
五
・
四
程
度
と
な
る
し
、
他
の
例
で
は
、
六
・
五
倍
が
え

七
か
ら
三
、
二
倍
と
す
る
情
報
と
比
較
す
れ
ば
、
卒
均
|
|
卒
年
作
1

1

の
中
の
上
程
度
に
位
置
す

る
こ
と
に
な
る
。



今
の
と
こ
ろ
最
も
詳
細
に
俸
え
て
く
れ
る
史
料
に
東
京
大
皐
東
洋
文
化
研
究
所
〈
大
木
文
庫
〉
臓
の
『
葉
商
売

城
荘
里
撤
回
戸
正
賦
各
項
珊
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
清
朝
の
把
握
し
た
人
口
・
耕
地
面
積
と
税
額
を
、
ヤ
ル
カ
ン
ド
H

オ
ア
シ
ス
の
村
毎
に
纏
め

た
記
録
で
、
耕
地
面
積
と
現
物
納
の
f

糧
額
は
、
パ
ト
マ
ン
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
嘗
時
の
税
率
は
、
放
穫
量
の
十
分
の
一
で
あ
る
か
ら
、
現
物

納
と
折
納
の
糧
額
の
十
倍
を
現
賓
の
牧
穫
綿
量
と
み
て
、
耕
地
面
積
を
示
す
パ
ト
マ
ン
が
播
種
量
に
相
嘗
す
る
と
考
え
れ
ば
、
彼
の
地
の
牧
穫

(
出
品
)

率
は
四
・
二
倍
程
度
と
算
出
さ
れ
る
。

要
す
る
に
、
佐
口
氏
が
推
算
の
基
礎
と
さ
れ
た
牧
穫
率
十
倍
は
賞
麗
よ
り
は
高
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
牧
穫
率
を
氏
の
偲
定
さ
れ
た

半
分
の
五
倍
と
し
て
み
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
耕
地
面
積
の
推
定
値
は
二
倍
に
跳
ね
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
佐
口
氏
の
税
額
か
ら

耕
地
面
積
を
も
と
め
る
手
法
に
従
い
な
が
ら
も
、
嘗
時
の
回
彊
農
業
の
貫
瞳
に
近
い
牧
穫
率
を
五
倍
と
俵
読
し
て
推
算
す
れ
ば
、
極
め
て
の
概

敷
な
が
ら
、
J

回
彊
耕
地
一
は
一
七
六

0
年
代
の
二
百
寓
畝
、
一
八
二

O
l一一一
0
年
代
の
四
百
高
畝
そ
し
て
一
八
八

0
年
代
の
八
百
五
十
高
畝
と
、

ほ
ぼ
六
十
年
毎
に
倍
増
b
た
こ
と
に
な
る
。
筆
者
は
こ
め
推
算
値
に
固
執
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
播
種
量
で
の
面
積
表
示
そ
の
も
の
の
意
味
や

(

担

〉

そ
れ
に
は
別
稿
の
用
意
が
あ
る
。

ま
た
税
制
ーの
運
用
事
情
を
、

紐
掛
値
な
ど
の
問
題
を
、

い
ま
論
誼
す
る
ゆ
と
り
が
な
い
し
、

-111一

こ
こ
で
は
清
朝
の
掌
握
し
た
耕
地
か
ら
の
税
糧
績
か
ら
み
て
も
、
耕
地
接
大
が
パ顕
著
な
こ
と
を
確
認
で
き
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
提

示
し
た
俵
定
デ
ー
タ
が
、
も
し
も
事
責
の
↓
部
で
も
反
映
し
て
お
れ
ば
、
そ
れ
は
想
定
さ
れ
て
い
る
人
口
増
加
率
に
近
似
し
た
も
の
と
な
る
。

そ
し
て
湾
清
順
氏
の
人
口
増
加
に
よ
る
、
耕
地
不
足
が
新
品
種
普
及
の
第
一
原
因
と
す
る
設
は
、
そ
の
根
援
が
か
な
り
怪
し
い
も
の
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
i

湾
設
で
は
、
耕
地
の
増
加
が
人
口
増
を
結
果
し
た
と
の
見
解
に
は
劉
抗
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

四

回
l彊
農
耕 I

の1ν
襲
'*' 官
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つ
ぎ
に
費
氏
の
所
論
の
第
二
の
理
由
、
社
合
的
貧
困
層
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
敷
迎
し
た
と
す
る
主
張
、
に
つ
い
て
は
現
時
黙
で
は
論
謹
不
可

能
と
言
う
し
か
な
い
。
土
地
文
書
や
こ
の
品
種
の
耕
地
別
の
作
附
形
態
を
知
り
う
る
史
料
が
ま
っ
た
く
公
開
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
あ
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り
う
る
こ
と
で
は
あ
る
と
し
て
、
次
の
大
き
な
問
題
に
進
も
う
。
湾
清
順
氏
の
第
一

・
第
二
の
理
由
に
共
通
す
る
、
絶
劃
窮
乏
化
論
的
な
筋
の

展
開
に
筆
者
が
い
だ
く
疑
問
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
普
及
以
外
に
、
嘗
一
該
時
期
の
回
彊
農
業
で
生
起
し
た
諸
現
象
に
回
慮
が
な
さ
れ
て
い
な
い

(

お

)

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
の
ひ
と
つ
は
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン

・コ

ム
ル
地
匝
で
の
カ
l
レ

l
ズ
濯
瓶
の
念
速
な
普
及
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ

(
3
u
 

い
て
は
既
に
専
論
が
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
繁
化
が
、
い
く
つ
か
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
、

一
九
世
紀
後
半
以
降
、
牧
穫
率
で
十
倍
を
超
え
る
コ
ム
ギ
の
事
例
が
回
彊
で
登
場
し
、
詳
し
い
品
種
・
属
性
は
知
り
得
な
い

も
の
の
、
秋
(
冬
〉
コ
ム
ギ
の
普
及
が
推
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
を
組
織
的
な
調
査
で
確
認
し
た
フ
ォ

l
サ
イ
ス
使
節
圏
は
、
ま
た
次
の
よ
う
な
情
報
も
残
し
て

く
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
地
の
コ
ム
ギ
一に
は
秋
播
き
コ
ム
ギ
ハ
阿
佐
NEr
吉
岡
r
t
z
と
春
播
き
コ
ム
ギ

(
J
E
N
E
r
E問
E
S
)
の
二
種
が
あ

「
牧
穫
率
の
差
が
著
し
い
が
故
に
、
コ
ム
ギ
は
大
部
分
が
秋
に
播
種
さ

一
八
七

0
年
代
に
、

り
、
牧
穫
卒
は
前
者
で
十
四
倍
、
後
者
の
場
合
は
七
倍
で
あ
る
と
し
、

(

お

〉

れ
る
」
と
記
す
。
こ
れ
は
一
八
七

0
年
代
初
め
の
ヤ
ル
カ
ン
ド

・
カ
シ
ュ
ガ
ル
地
匝
で
の
見
聞
の
結
論
で
あ
る
。

回
彊
の
一
隅
に
属
す
る
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
を
中
心
に
出
土
し
た
契
約
文
書
群
を
考
察
し
、
春
先
に
小
褒
作
附
用
の
耕
地
の
貸
借
文
書
を
紹
介
さ

〈

お

)

れ
た
の
は
山
田
信
夫
氏
で
あ
っ
た
。
山
田
氏
の
考
察
劃
象
と
な
っ
た
史
料
の
1

年
代
が
一
一
一
一
あ
る
い
は
一
回
世
紀
を
下
限
と
す
る
こ
と
も
、
最
近
ー

(

幻

〉

で
は
誼
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
頃
の
ト
P

ル
フ
ァ
ン
で
は
春
播
き
と
秋
の
牧
穫
の
、
年
一
毛
作
が
一
般
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

-112ー

清
朝
の
回
彊
進
出
の
初
期
の
情
報
と
し
て
、

そ
の
地
の
ム
ギ
に
つ
い
て
、

土
地
が
肥
え
て
お
り
暖
か
い
の
で
、
秋
コ
ム
ギ
が
多
い
(
「
地
肥
陵
、
秋
姿
多
」
〉

(
叩
拍
〉

と
言
う
情
報
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
降
雲
や
気
温
の
篠
件
か
ら
秋
コ
ム
ギ
の
な
レ
、
華
北
や
北
彊
の
春
コ
ム
ギ
地
帯
と
の
、
相
封
的
記
表
現

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
?
で
な
け
れ
ば
、
先
に
提
示
し
た
一
八
世
紀
回
彊
の
コ
ム
ギ
牧
穫
卒
。
一
、
i

三
l
七
、
八
倍
)
と
、
4

フ
ォ

l
サ
イ
ス
の
情
報

と
が
整
合
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
一
八
世
紀
末
の
ベ
ク
官
人
の
轄
勤
に
伴
い
、
種
籾
を
借
勺
て
そ
の
秋
に
返
済
す
る
事
例
の
記
録
が
、

(

ぬ

)

一
七
七

0
年
代
に
二
貼
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
嘗
時
は
、
太
陽
暦
の
同
一
年
の
春
播
と
秋
牧
が
優
勢
で
あ
っ
た
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の



で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
今
世
紀
の
コ
ム
ギ
栽
培
研
究
で
は
、
奮
回
彊
は
「
南
彊
晩
熟
多
褒
匝
」
に
匝
分
さ
れ
、

(

必

)

附
面
積
の
う
ち
多
コ
ム
ギ
が
七
十
五
%
、
春
コ
ム
ギ
が
二
十
五
%
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
カ
シ
ュ
ガ
ル
地
匝
で
は
九
十
五
%
に
も
達
ナ

一
九
五
六
年
の
調
査
で
は
コ
ム
ギ
の
作

る
、
と
同
じ
報
告
は
俸
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
多
コ
ム
ギ
の
代
表
的
な
在
来
地
方
品
種
の
う
ち
の
、
そ
の
由
来
を
冠
し
た
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
H

〈

M
U
)

多
コ
ム
ギ
の
存
在
は
注
目
に
値
す
る
。
一
言
ロ
う
ま
で
も
な
く
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
と
は
、
回
彊
に
都
接
す
る
コ

l
カ
シ
ド
H

ハ
ン
園
の
清
朝
期
の
呼

稀
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
、
こ
の
種
が
停
播
し
た
と
考
え
る
こ
と
に
は
、
十
分
の
根
擦
と
な
り
う
る
。

つ
ま
り
生
産
性
の
高
い
秋
コ
ム
ギ
も
、
清

朝
支
配
期
の
回
彊
に
停
わ
り
普
及
を
み
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
様
に
現
代
中
園
の
調
査
で
は
、
奮
回
彊
は
「
南
彊
多
毛
作
潅
瓶
農
業
匝
」
に
匝
分
さ
れ
、

ハ
州
出
〉

の
輪
作
が
主
流
な
地
域
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
古
く
の
『
貌
書
』
「
西
域
停
」
に
記
す
高
昌
?
?
ル
フ
ァ
ン
地
域
)
の
よ
う
に
、

す
る
多
毛
作
の
例
が
、
こ
の
地
に
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
中
世
の
一
年
一
作
は
上
に
示
し
た
逼
り
で
あ
る
し
、
現
代
の
多
毛
作
は
、
多

品
種
の
輪
作
で
あ
る
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。
こ
の
起
源
を
遡
れ
ば
、
一
九
世
紀
末
の
プ
ル
ジ
ェ
ワ
ル
ス
キ
l
の
俸
え
る
ホ
タ
ン
地
匿
の
見
聞
に

た
ど
り
着
く
。
そ
こ
で
は
、

コ
ム
ギ
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
棉
花
な
ど

一
年
に
再
熟

-113ー

「
(
こ
の
地
域
で
は
)
牧
穫
の
数
卒
を
た
か
め
る
こ
と
と
二
毛
作
」
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
「
大
褒
の
後
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
小
褒
の
後
に

は
普
通
、
キ
ビ
ま
た
は
大
根
ハ
の
栽
培
が
行
な
わ
れ
る
〉
。
」

(
州
知
〉

と
停
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
コ
ム
ギ
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
輪
作
の
別
系
統
に
属
し
て
い
る
し
、
そ
れ
以
前
に
は
、
例
え
ば
上
掲
の
フ

ォ

l
サ
イ
ス
の
作
附
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
か
ら
は
否
定
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
四
月
に
播
種
さ
れ
る
の
で
、
七
月
に
牧
穫
さ
れ
る

(

必

)

コ
ム
ギ
と
は
、
同
一
耕
地
で
の
栽
培
は
不
可
能
な
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
一
九
四
三
年
の
張
之
毅
の
ホ
タ
ン
地
匿
の
調
査
で
は
、
第
一
年
春
の
コ
ム
ギ
播
種
と
八
月
の
牧
穫
、
同
時
に
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
を
播

(

必

)

種
し
て
一
一
月
に
牧
穫
、
第
二
年
目
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
み
の
栽
培
と
い
う
、
二
年
三
毛
作
の
サ
イ
ク
ル
が
知
ら
れ
て
い
る
。

265 
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同
一
耕
地
で
の
多
毛
作
と
休
耕
は
、
原
理
的
に
は
矛
盾
す
る
制
度
で
あ
る
。
一
八
世
紀
後
期
の
回
彊
で
は
休
耕
が
、
公
式
に
認
知
さ
れ
る
程

に
、
普
遍
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
一
九
世
紀
後
牟
以
降
、
フ
ォ

1
サ
イ
ス
か
ら
プ
ル
ジ
ェ
ワ
ル
ス
キ
ー
を

経
て
張
之
毅
に
至
る
現
地
報
告
の
時
間
差
の
聞
に
、
回
彊
で
の
土
地
の
有
数
利
用
が
進
展
し
た
こ
と
も
ま
た
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

五

出
変
化
の
背
景

さ
て
新
品
種
の
導
入
や
耕
地
の
数
率
化
を
確
認
し
え
た
と
す
れ
ば
、
砂
田
然
に
も
、
次
に
は
地
力
維
持
の
方
途
の
検
討
が
必
要
と
な
る
が
、
我

々
の
前
に
公
開
さ
れ
て
い
る
情
報
は
や
は
り
多
く
な
い
。
わ
ず
か
に
一
八
世
紀
後
半
の
記
録
に

糞
の
現
地
で
の
呼
び
名
は
ク
グ
(
克
赫
〈
』
仲
間
ゲ
乙
で
あ
り
、
牛
と
馬
の
も
の
が
良
い
と
さ
れ
て
お
り
、
糞
を
施
し
た
耕
地
で
は
牧
穫
を
倍

に
で
き
る
(
『
欽
定
西
域
園
士
山
』
巻
四
二
「
糞
之
名
目
克
赫
、
以
牛
馬
者
震
良
、
糞
回
可
倍
枚
」
)

-114ー

と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
湾
清
順
氏
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
普
及
の
原
因
の
第
三
番
目
に
奉
げ
た
、
駄
獣
の
飼
料
と
し
て
の

利
用
の
按
大
と
関
連
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
土
地
生
産
性
の
維
持
と
向
上
に
果
た
し
た
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
も
う
ひ
と
つ
の
役

割
で
あ
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
人
び
と
の
食
用
の
み
な
ら
ず
、
飼
料
と
し
て
の
需
要
も
高
か
っ
た
こ
と
は
斉
氏
が
、
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
を
引
用
し

て
主
張
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
〈
八
五
頁
〉
。
そ
し
て
ヤ
ク
l
プ
H

ベ
ク
政
権
の
も
と
で
は
、
飼
料
用
の
ト
ウ
モ

ロコ

シ
が
土
地
税
の
一
部
に
採
用

〈

必

〉

さ
れ
て
い
る
貼
に
注
目
す
れ
ば
、

こ
の
政
権
を
打
倒
し
て
、

清
朝
支
配
を
こ
の
地
に
再
建
し
た
嘗
事
者
、

劉
錦
裳
の
一
八
八
七
(
光
緒
二
ニ
)

(
U〉

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
四
十
%
」
で
納
め
さ
せ
る
制
度
は
、
現
地
献
況
の

年
の
提
案
に
み
え
る
土
地
所
有
に
基
づ
く
穀
物
税
を
「
小
委
で
六
十
%
、

政
策
的
反
映
と
考
え
て
誤
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ほ
ぼ
全
面
的
に
新
彊
省
の
税
制
の
基
本
と
な
っ
た
、
こ
の
劉
錦
業
の
長
文
の
「
立
案
摺
」
に
は
回
彊
農
業
の
襲
容
に
劃
鹿
す
る
ふ
た
つ
の
改

草
策
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
耕
地
税
を
1

上
中
下
の
三
等
級
の
耕
地
の
生
産
性
匝
分
に
基
づ
い
て
課
す
る
こ
と
と
、
諸
般
の
事
情

に
よ
る
折
納
の
場
合
の
債
格
を
コ
ム
ギ
一
石
を
銀
一
雨
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
同
じ
く
六
銭
と
提
唱
し
て
い
る
こ
と
の
二
黙
で
あ
る
。



ま
ず
コ
ム
ギ
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
の
銀
債
格
と
の
折
納
比
は
、

コ
ム
ギ
の
数
倍
以
上
の
牧
穫
数
卒
を
も
っ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
債
格
が
高
い
。

つ
ま
り
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
債
格
が
優
位
に
設
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
印
象
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
後
年
(
一
九
一
五
年
〉
に
も
南
者
の
債
格
に

〈
崎
明
)

は
、
コ
ム
ギ
三
|
四
南
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
一
一
|
三
南
と
停
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
格
差
は
少
な
く
、
む
し
ろ
同
じ
史
料
に
清
末
に
は
百
斤
で
銀
五

分
で
あ
っ
た
「
草
束
」
!が
、
同
年
に
は
五
銭
に
高
騰
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
畜
獣
の
飼
料
需
要
の
蹟
大
が
推
察

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
へ
の
傾
斜
も
こ
の
賦
況
に
劃
庭
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
幹
根
め
燃
料
利
用
を
も
ふ
く
め
て
、

〈
川
相
〉

地
力
維
持
と
リ
ン
ク
し
て
い
た
こ
と
も
推
察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と
な
る
と
こ
の
品
種
の
普
及
に
は
、
牧
穫
性
に
重
貼
を
お
く
救
荒
的
側
面
と

は
別
に
、
積
極
的
な
農
業
経
営
の
側
面
も
ま
た
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

決
に
は
、
劉
錦
裳
の
立
案
を
経
て
施
行
さ
れ
た
、
回
彊
耕
地
を
上
中
下
に
評
債
匝
分
し
て
の
税
額
設
定
の
所
以
の
問
題
で
あ
る
。
現
地
テ
ュ

(
印
〉

ル
キ
ー
や
第
三
者
の
記
述
で
確
認
で
き
る
こ
の
制
度
に
は
、
統
治
の
合
理
化
と
み
る
一
般
的
な
解
種
以
上
に
踏
み
込
む
、
文
献
的
根
擦
が
麓
表

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
最
近
、
現
地
の
槍
案
館
史
料
に
も
と
づ
い
て
、
奮
回
彊
の
ホ
タ
ン
の
民
園
期
の
耕
地
を
論
じ
た
馬
園
楽
氏
の
、

(

日

〉

衣
の
よ
う
な
報
告
が
護
表
さ
れ
た
。
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土
地
は
上
中
下
の
三
等
級
に
分
け
ら
れ
、

土
地
の
値
段
は
大
き
く
襲
動
す
る。

上
中
等
の
土
地
は
一
般
に
町
に
近
く
、
肥
料
の
供
給
も
充

足
し
て
お
り
、
水
源
に
も
事
依
か
な
い
の
で
、
地
債
は
年
を
逐
っ
て
騰
が
る
。
下
等
の
地
は
そ
こ
か
ら
の
生
産
量
が
少
な
い
の
に
も
拘
ら

ず、

一糧
税
を
放
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
農
民
の
多
く
は
買
値
す
ら
問
わ
な
い
の
で
、
そ
の
債
格
は
い
つ
ま
で
も
襲
わ
ら
な
い
。

と
す
れ
ば
、
自
ら
夫
婦
の
現
地
睦
験
と
張
之
毅
・
メ
ン
ゲ
ス
ら
の
協
力
を
得
て
、
奮
回
彊
の
オ
ア
シ
ス
を
論
じ
た
ラ
テ
ィ
モ
ア
の
記
述
が
想
起

(

臼

〉

さ
れ
る
。
そ
こ
に
は

〈
奮
回
彊
の
〉
オ
ア
シ
ス
は
大
き
さ
の
上
で
は
非
常
に
大
小
が
あ
る
が
、
そ
の
構
造
は
互
い
に
甚
だ
類
似
し
て
い
る
。
:
:
:
(
オ
ア
シ
ス

の
中
心
に
は
集
落
バ
ザ
l
ル
が
あ
り
)
:
:
:
。
バ
ザ
l
ル
の
ま
わ
り
に
は
農
場
が
あ
っ
て
、
各
農
場
に
は
そ
れ
ぞ
れ
農
家
が
附
い
て
い

267 

る
。
オ
ア
シ
ス
の
バ
ザ
l
ル
の
重
要
な
機
能
の
ひ
と
つ
は
、
耕
地
に
肥
料
と
し
て
下
肥
を
供
給
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
バ
ザ
l
ル
に
最
も
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近
く
、

し
た
が
っ
て
下
肥
を
最
も
多
く
う
け
と
る
諸
農
場
は
、
非
農
業
人
口
に
買
る
野
菜
や
果
責
を
生
産
す
る
集
約
的
な
園
塞
耕
作
の
匝

域
を
形
成
し
て
い
る
。
:
:
:
(
中
略
〉
:
:
:
こ
の
内
側
の
匿
域
を
出
る
と
、
使
用
さ
れ
る
肥
料
の
量
は
、
急
激
に
減
っ
て
ゆ
く
が
、

ト
」
」
F

」

コ
メ
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
コ
ム
ギ
・
ワ
タ
を
栽
培
す
る
こ
と
が
出

来
、
施
肥
を
す
れ
ば
コ
ム
ギ
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
輪
作
で
栽
培
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
第
三
の
匿
域
で
は
事
質
上
肥
料
は
用
い
ら
れ
な
い

か
ら
、
こ
こ
で
は
キ
ビ
や
コ
ウ
リ
ャ

γ
の
よ
う
な
固
い
穀
類
と
バ
レ
イ
シ
ョ
と
が
様
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
休
耕
が
お
こ
な
わ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
一
部
の
畑
地
を
休
耕
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
に
、
小
農
場
は
大
農
場
と
競
争
す
る
う
え
に
甚
だ
不
利
で
あ
る
。
こ
の
第
コ
万
匝
域

で
は
、
市
場
ヘ
の
職
選
費
が
著
し
く
高
く
な
り
、
土
地
の
値
段
は
下
落
し
て
ゆ
く
。

で
も
二
つ
の
匝
域
が
剣
別
さ
れ
う
る
。
中
央
に
近
い
方
の
匿
域
で
は
、

と
あ
る
。
本
稿
の
冒
頭
に
奉
げ
た
ス
タ
イ
ン
の
回
彊
オ
ア
シ
ス
の
景
観
描
寓
に
、
経
済
的
背
景
を
加
味
し
た
論
述
と
言
え
よ
う
。
交
易
と
施
肥

と
一
商
品
作
物
と
の
関
係
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
言
及
が
あ
る
の
は
一
示
唆
的
で
あ
り
、
交
易
ネ
y
ト
H

ワ
1
ク
に
組
み
込
ま
れ
た
、
今
世
紀
の
地
域

-116ー

農
村
の
委
が
活
寓
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

回
彊
で
の
貨
幣
経
済
の
進
展
は
、
最
近
よ
う
や
く
北
京
第
一
槍
案
館
の
文
書
な
ど
に
擦
っ
た
研
究
が
現
れ
は
じ
め
た
も
の
の
、
地
方
文
書
や

契
約
謹
な
ど
の
公
開
が
皆
無
で
、
貫
誼
的
に
は
十
分
に
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
公
刊
史
料
に
よ
っ
て
も
、
い
く
つ
か
の
事
象
の
指

摘
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
。
員
回
安
氏
の
一
九
世
紀
後
半
の
回
彊
交
易
ネ
y
ト
u
ワ
ー
ク
や
、
食
糧
を
購
入
し
て
綿
織
物
に
従
事
す
る
農
民

〈

臼

〉

の
事
例
の
研
究
な
ど
も
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
プ
ル
ジ
ェ
ワ
ル
ス
キ
ー
や
ム
ッ
ラ
l
H
ム
l
サ

l
の
停
え
る
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン

ハ
U
C

砂
漠
を
も
横
断
す
る
主
食
穀
物
の
移
迭
な
ど
も
、
清
朝
準
出
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
現
象
と
し
て
、
こ
こ
に
附
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
し
て
ま
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
普
及
と
、

カ
l
レ
l
ズ
濯
瓶
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
匝
な
ど
で
の
普
及
と
の
、
時
聞
の
一
致
に
も
注
目
せ
ざ
る

を
得
ま
い
。

一
九
世
紀
の
カ

1
レ
l
ズ
の
急
速
な
普
及
と
定
着
を
考
察
し
て
、
筆
者
は
企
業
家
的
農
業
の
費
生
と
ト
ヮ
ル
フ
ァ
ン
・
コ
ム
ル
地

(

日

〉

匝
の
経
済
立
地
と
政
治
制
度
の
回
彊
で
の
特
異
性
を
、
そ
の
背
景
と
し
て
提
案
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
同
時
期
に
回
彊
全
域
で
額
著
な
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
普
及
は
、
貨
幣
経
済
の
農
村
へ
の
浸
透
と
交
易
ネ
ッ
ト

u
ワ
ー
ク
に
組
み
込
ま
れ
た
農
業
の
企
業
化
を
想
定
す
る
こ
と
で
、
こ
の
カ



ー
レ

l
ズ
と
時
代
朕
況
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

と
す
れ
ば
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
祉
舎
賦
況
の
襲
化
に
適
躍
的
な
新
品
種
と
し
て
、
積
極
的
な
回
彊
で
の
普
及
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

一
九
世
紀
の
匝
彊
農
業
は
、
関
野
英
二
氏
の
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
一
世
紀
の
そ
れ
と
「
基
本
的
に
」

文
献
一
九
頁
〉
と
み
る
こ
と
も
耳
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
こ
に
は
本
稿
で
纏
述
し
た
よ
う
な
襲
容
も
生
起
し
て
お
り
、

ロ
コ
シ
の
普
及
を
題
材
に
、
ひ
と
つ
の
方
向
俵
読
を
提
示
し
た
。
嘗
一
該
時
期
の
降
雨
量
襲
化
や
宗
教
な
ど
の
メ
ン
タ
ル
な
朕
況
な
ど
は
考
慮
に

入
っ
て
い
な
い
し
、
水
小
作
の
護
生
に
も
論
が
及
ば
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
所
管
の
橋
案
・
契
約
文
書
類
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
っ
た
時
の
全
般
朕
況
の
理
解
の
一
助
と
な
れ
ば
、
本
稿
の

目
的
は
達
成
さ
れ
る
し
、
現
地
で
同
じ
テ

1
マ
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
湾
清
順
氏
ら
へ
の
非
曜
の
言
い
需
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
。

お

わ

り

H
i・吋ぃ
4
4
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註ハ1
)

ヲ
ハ
タ
イ
ン
著
、

一津
崎
順
之
助
誇
『
中
央
ア
ジ
ア
踏
査
記
〈
西
域
探
検

紀
行
全
豪
8
〉
』
東
京
(
白
水
位
〉
一
九
六
六
年
、
二
四
頁
。
〈
以
降
、

邦
謬
の
あ
る
文
献
に
つ
い
て
は
、
原
典
の
提
示
を
省
略
す
る
。
ま
た
引

用
文
献
中
の
〈
)
は
筆
者
の
補
足
|
|
以
降
、
同
様
〉

ハ
2
〉
曜
円
滑
順
「
玉
米
一在
新
彊
的
種
植
和
推
庚
」
(
『
新
彊
祉
曾
科
皐
』
一
九

八
八
年
第
一
期
)
八
一
|
八
七
頁
。

ハ
3
〉
湾
清
順
氏
へ
の
私
見
を
述
べ
る
前
に
、
ま
ず
提
示
し
て
お
き
た
い
新

彊
農
業
史
を
考
え
る
う
え
で
の
必
須
要
件
が
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
地
で

は
天
山
山
脹
を
隔
て
て
南
北
で
は
農
業
篠
件
が
全
く
異
な
る
と
い
う
事

寅
で
あ
る
。
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
、
年
卒
均
気
温
吋
つ
の
〉
と
年
降
水

「
ほ
と
ん
ど
同
一
」
〈
同
氏

前
掲

ト
ウ
モ

-117ー

量
H
V
(

自
日
・
〉
の
相
関
関
係
で
し
め
さ
れ
る
デ
ユ
H

マ
ル
ト
ン
ヌ
の
乾

燥
指
数
を
、
各
地
貼
で
示
せ
ば
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

天
山
以
北
(
北
彊
・
準
部
|
|
地
域
の
遁
稽
|
|
〉

ウ
ル
ム
チ
H
由
-
M
O

イ
リ
H

品・
J
3

タ
ル
パ
ガ
タ
イ
H
P
J可
印

ア
ル
タ
イ
ロ
・

8

天
山
以
南
(
回
彊
・
南
積
・
回
部
)

カ
シ
ュ
ガ
ル
品
-
H
∞
ホ
タ
ン
ド
ω叩
カ
ラ
川
ジ
ャ
フ
ル

m-台
'

ト
ゥ
ル
フ
ァ

γ
]「
ω
N

(
気
象
デ
ー
タ
は
侃
超
『
新
彊
之
水
利
』
上
海

八
頁
に
嬢
る
。
〉

一
九
四
八
年
、
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爾
者
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
乾
地
農
法
官
H
U
二回
H
B
S
m
)

が
可
能
と
さ
れ
る
乾
燥
指
数
5
以
上
は
、
回
彊
で
は
カ
ラ
H

シ
ャ
フ
ル

の
み
で
あ
る
。
祉
曾
環
境
は
さ
ら
に
異
な
る
。
費
氏
の
現
代
中
園
の
朕

況
的
制
約
は
理
解
し
つ
つ
も
、
筆
者
は
雨
者
を
峻
別
し
て
取
り
扱
う
。

そ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
新
彊
農
業
の
専
着
。
D
H
O
B
Y
H
E
-
N
)毘

N
w
q
n
H
g
b
R
N
H
S
・
3
0
a
-
吋
毛
糸
2
H
a
p
。
ぬ
提
言
e
N
.
3
R
P
R
N
¥
H
5
N
A片

足
。
苦
A
H
R
P
詰
H
R
昔
、
〈
匂
H
R
S
.
Q
H
2
5
R
H
帆
弘
司
H
F
3
』
V
S
て
。
同
区
v
-

H
r
a
r
C
H
m
-
E
S
も
あ
ま
り
参
考
に
は
な
ら
な
い
。

(
4
)
ω
i
z
-
0
・
4
『
・
、
H
，
・
¥
宮
巳
N
O
Z
の
E
E
-
-
-
h
b
H
号
、
・
5
ω
・
ζ
R
n
r

H
N
E
2
・
H
Y
A悼
N
C
U
の
宮
ロ
聞
の
E
r
-
-
(
張
之
毅
)
¥
a
E
E
d
a
-
-
8
・

z
o
ロ
曲
ロ
仏
ω
2
己
巾
同
忠
良
H
M
g
m
-
z
-
E
O
曲
目
ロ
ω
z
r
u
ロ
m
-
同
〕
F
A
W

C
S
匂
・
白
、
、
V
N
.
円
b
N
N
N
S
町
内
E
H山
khp
℃

-
g
-

〈5
)

努
爾
別
克
『
中
園
突
豚
語
族
語
雪
口
詞
奨
集
』
北
京
一
九
九
O
年
、

四
六
O
|
四
六
一
一
良
。
そ
の
他
。

(

6

)

テ
ュ
ル
グ
諸
語
に
お
け
る
コ
ナ
ッ
ク
の
語
の
解
緯
の
現
紋
に
つ
い
て

は
、
さ
し
あ
た
り
以
下
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。
森
安
孝
夫
「
ウ
イ

グ
ル
H

マ
ニ
数
史
の
研
究
』
〈
大
医
大
皐
文
率
部
紀
要
一
三
・
一
一
一
二
〉

一
九
九
一
年
、
五
七
l
五
九
頁
。
梅
村
坦
「
新
彊
と
砂
漠
の
オ
ア
シ

ス
」
(
『
東
洋
文
庫
書
報
』
一
一
一
一
一
、
一
九
九
一
年
)
一
-
一
八
|
四
O
頁
。
関

野
英
二
「
カ
l
シ
ュ
ガ
リ
l

『
ト
ル
コ
語
僻
典
』
に
見
え
る
農
業
関
係

の
語
集
」
釜
本
勝
次
・
加
藤
一
朗
爾
先
生
古
稀
記
念
禽
『
中
近
東
文

化
史
論
叢
』
大
阪
一
九
九
二
年
所
収
)
七
頁
。

ハ
7
)

中
央
ア
ジ
ア
の
テ
ュ
ル
ク
語
の
う
ち
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
呼
稽
が

漢
語
か
ら
の
由
来
を
推
察
さ
せ
る
の
は
、
努
爾
別
克
の
前
掲
書
の
う
ち

で
、
天
山
以
北
の
遊
牧
系
カ
ザ
フ
の
地
方
方
言
に
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

漢
語
表
現
の
一
例
、
壱
米
の
普
通
と
思
わ
れ
る
Z
H
S
&
が
見
え
る

だ
け
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
の
品
種
の
中
圏
内
地
か
ら
の
俸
来
設
に
否
定

的
で
あ
る
。

ハ
8
)

田
村
賞
造
等
編
『
五
種
清
文
鐙
誇
解
上
』
京
都
一
九
六
六
年
、

八
四
O
|
八
四
一
頁
。

(
9
〉
永
貴
『
回
彊
士
山
』
(
蓬
湾
・
園
立
中
央
圃
書
館
臓
の
李
氏
手
揮
本
に

基
づ
く
京
都
大
亭
文
同
学
部
羽
田
記
念
館
編
一
九
八
四
年
)
一
一
六

頁
。
た
だ
し
各
種
遁
行
本
『
回
彊
士
山
』
に
は
こ
れ
ら
の
記
事
や
「
玉

米
」
の
語
は
存
在
し
な
い
。

(
叩
)
『
重
修
粛
州
新
志
』
〈
粛
州
)
巻
六
物
産

回
回
大
姿
。
粛
州
音
無
、
近
年
西
夷
帯
種
。
方
樹
之
、
亦
不
多
。

形
大
而
圏
、
色
白
。
玄
穏
異
於
他
奏
。
叉
名
西
天
褒
。

(
日
〉
斉
氏
所
引
の
『
慶
固
奏
稿
』
「
庫
車
因
子
衆
衆
滋
事
」
の
項
。

(
ロ
〉
那
彦
成
『
那
文
毅
公
奏
議
』
巻
一
九
(
嘉
慶
一
四
年
八
月
二
四
日
)

に
「
小
委
・
高
梁
・
蕎
褒
・
寂
穀
」
な
ど
を
喝
け
る
。

(
臼
〉
E
同
J
E
S
N
h
F
G
吉
宮
内
込
町
同
言
。
h
bい
て
お

w
S
豆
町

HNN兄

C
-
z
y

剛
山

4
c
E
u
r
o
仏
『
H
O
B
p
o
の
同
-
n
c
R
同
O
H
-
O
R
同
]
O
d
同己伺H-u『
呂
田
問
問
-

N山口
0
・
H
∞
N
m
ヘ.
e

『
。
臣
、
E
H
向
。
H
，
H
F
内
知
。
ぃ
1
R
H
h
k
r
s
H
帆
円
旬
。
町
民
ぬ
H
U
J
2
0
・

M
H〈
"
ド
oロLopH∞AH∞・同
ν
・ωO印・

(
M
〉
切
を
同
国
一
阿
倍
国
O
F
4
・
4
・
・
。
。
門
司
、
Q
R
h
h
町
内
口
占
H
H記
旬
、

h
h
H
h
p
叶
。
沼
口
・

〉
旬
】
民
同
・
〉
4
p
s
s
・
2
℃
・
ω
∞
∞
|
ω
∞
∞
・

(お

)
ω
}
g
d
F
H
N
・
回
-
u
h
h叫
LS一
同
町
除
。
H
H
F
A
W
吋
官
、
.
』
ご
ド
S
F
m
R
R
H
h
n
b
同

同
、
。
ト
3
3
N
円
ね
た
町
、
詰
叶
臣
、
仕
切
H
S
(
h
a
p
h
宮
、
昌
司
礼
m
q
E
宮
内
)
-

hvQ
ミロ
-
S
E
E
N
Q
g
の
と
2
5
・
H
∞
∞
0
・
M
M
・
5
∞
・
こ
の
書
の
附

録
(
〉
』
u
g
b
H
)
「
植
物
の
ト
ル
コ
名
稽
」
を
ま
と
め
た
ス
カ
レ
l

-118ー
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(ω
ロ己

-5
も
同
様
に
記
す
な
-
N
N
品〉。

(日四〉
-
例
え
ば
陳
延
瑛
ご
八
四

O
l
一
九
四
九
年
新
彊
人
口
一
間
愛
展
餐
化

及
其
原
因
初
探
」
ハ
『
西
域
研
究
』
一
九
九
二
年
第
一
期
)
で
は
、
青
民

の
論
文
を
ー引
用
し
つ
つ
、
逆
に
新
品
種
の
導
入
が
人
口
増
を
支
え
た
と

す
る
。

(
ロ
)
佐
口
一
透
『
十
八
|
十
九
世
紀
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
祉
曾
史
研
究
』
東
京

〈
吉
川
弘
文
館
〉
一
九
六
三
年
、
第
W
章
「
土
地
制
度
と
農
業
問
題
」
。

(
鴎
〉
拙
稿
「
十
八
|
ニ

O
世
紀
ウ
イ
グ
ル
族
人
口
試
論
」
『
史
林
』
六

O

品
位
四
誠
一
九
七
七
年
。
陳
延
瑛
の
先
掲
論
文
の
結
論
も
、
一
九
世
紀

に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

ハ
mm
〉
佐
口
氏
前
掲
書
、
同
慮
。

(
州
出
〉
段
階
「
十
九
世
紀
中
葉
新
彊
農
墾
事
業
問
裂
展
|
|
業
論
林
則
徐
等

人
在
新
彊
開
設
建
設
史
上
的
地
位
和
貢
献
」
(
『
新
彊
祉
舎
科
皐
』
一
九

八
六
年
第
六
期
)
六

O
頁。

(
幻
〉
乾
隆
期
や
道
光
期
の
回
彊
で
の
耕
地
調
査
が
閲
接
的
な
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
佐
口
氏
前
掲
書
、
一
九
四
頁
の
紹
介
の
ほ
か
、
『
欽
定
卒

定
準
鴎
爾
方
略
正
編
』
巻
七
五
、
『
大
清
歴
朝
賞
品
部
〈
以
降
は
清
貫

録
と
略
す
)
』
高
宗
朝
巻
五
九
三
乾
隆
二
四
年
七
月
庚
午
兆
恵

の
奏
、
『
欽
定
卒
定
回
彊
勅
檎
逆
奇
方
略
』
巻
六
一
道
光
八
年
一
一
一
月

戊
辰
長
清
奏
か
ら
ベ
グ
ら
を
介
し
た
土
地
調
査
で
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

ハ
沼
〉
例
え
ば
王
致
中
・
貌
萌
英
『
明
清
西
北
祉
曾
経
済
史
研
究
』
西
安

一
九
八
九
年
、
一
二
六
、
一
二
八
頁
で
も
佐
ロ
透
氏
の
数
値
が
詳
し
く

紹
介
さ
れ
、
面
積
値
が
少
な
す
ぎ
る
と
し
な
が
ら
も
、
針
案
は
提
示
さ

れ
て
い
な
い
。

(
お
〉
こ
の
折
り
の
耕
地
調
査
が
、
測
量
を
と
も
な
っ
た
直
接
の
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
去
三
釘
呂
田
師
同

ωasE-
吋
刷
、
"
除
・
帆
弘
吉
ミ
ミ
白

(
2・
2
・
口
間
百
三
O
回
編
の
カ
ザ
ン
|
|
H
g
m
)
|
版
〉
の
一
二

O
O頁、

お
・ょ
び
国
同
ヨ
包
曲
冨
・
¥
H
w同町MHON-z
b

旬。
H
b
詰
仏
師
富
岳
曲
目
自
主

〉
」
曲
目
(
同
)
¥
N
Hミ
h
w
q
h
『・

5
・
E
叶由・匂・品
N
。

〈
M
〉
『
欽
定
大
清
舎
典
』
(
光
緒
二
五
年
刊
〉
巻
一
七
に
見
え
る
新
頭
一
一
一

道
所
属
の
熱
地
か
ら
〈
鎮
勉
道
を
約
八
十
寓
畝
と
し
て
)
算
出
し
た
回

彊
の
耕
地
面
積
。
類
似
の
数
値
は
『
新
彊
圏
士
山
』
に
よ
っ
て
、
王
致

中
・
貌
頑
英
氏
前
掲
書
の
一
二
八
頁
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

〈
お
〉
王
致
中
・
貌
萌
英
氏
前
掲
書
で
の
、
佐
ロ
設
へ
の
疑
念
も
ζ

こ
に
あ
る
。

(
お
〉
『
清
貧
録
』
に
は
、
回
彊
各
地
の
官
轡
屯
田
で
の
豊
作
記
事
が
散
見

さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
立
地
・
氷
利
・
工
具
な
ど
で
、
恵
ま
れ
た
僚
件

下
の
事
例
と
し
て
、
退
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

〈
幻
〉
『
欽
定
卒
定
準
鴎
爾
方
略
正
編
』
巻
七
五
、
『
清
貧
録
』
高
宗
朝

品
位
五
九
三
乾
隆
二
四
年
七
月
庚
午
兆
恵
の
奏
文
中
。

ハ
お
〉
佐
口
氏
前
掲
書
、
六
三
二
頁
。

(
却
〉
先
掲
『
回
彊
士
山
』
(
大
阪
府
立
圃
書
館
本
)
巻
四
「
桐
割
周
劃
等
叛

逆
入
官
四
百
巴
特
満
杯
種
之
地
。
績
経
査
出
劃
劃
周
淵
地
方
随
向
劃
樹

木
叛
逆
賊
人
案
内
入
官
三
十
五
巴
特
繍
粁
種
之
地
。
歎
一
種
て
毎
年

奥
同
民
卒
分
根
六
百
九
十
二
巴
特
滅
。
」

ま
た
同
書
に
は
、
「
叉
、
逆
叛
伊
什
寧
阿
桐
剖
劃
剖
刺
入
官
熱
地
二

十
巴
特
満
将
種
之
地
。
歓
一
種
て
毎
年
輿
岡
民
卒
分
線
三
十
二
巴
特

満
四
鴎
爾
布
爾
。
」
「
毎
年
従
入
官
地
内
、
牧
滅
半
額
一
千
二
百
十
一
巴

特
滞
。
共
合
倉
石
六
千
四
百
十
八
石
三
斗
。
此
項
殺
石
、
係
原
査
出
逆

曾
塞
集
占
等
案
内
入
官
九
百
徐
巴
特
満
杯
種
之
地
。
令
同
人
按
年
敬
一

~119 一
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種

て

俊
一段
穫
後
、
量
其
収
穫
塑
歌
、
酌
定
数
目
、
減
牟
枚
娘
。
並
無

定
数
色
様
、
惟
観
其
所
種
者
枚
入
。
」
な
ど
の
同
様
の
記
事
が
あ
る
。

(

m

剖
)
こ
の
枚
穫
率
は
四
百
三
十
五
パ
ト
マ

γ
の
「
重
量
の
穀
物
を
播
種
ベ

き
土
地
」
に
、
半
分
の
二
百
十
七
・
五
パ
ト
マ

γ
を
播
種
し
た
と
想
定

し
て
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
寅
際
に
耕
作
さ
れ
た
と
解
醐
押
さ
れ
る
二

百
十
七
・
五
バ
ト
マ
ン
播
種
の
地
に
、
名
目
上
の
四
百
三
十
五
パ
ト
マ

γ
を
播
種
し
た
と
は
、
枚
穫
率
の
低
さ
や
諸
史
料
の
記
述
か
ら
も
採
れ

な
い
。
後
掲
註
(
詑
〉
の
拙
稿
の
一
節
で
、
「
矯
種
ベ
き
土
地
」
と
翻
誇

し
た
経
緯
も
含
め
て
、
改
め
て
展
開
す
る
。

(
引
む
拙
稿
「
清
朝
の
回
酒
統
治
に
つ
い
て
の
二
、
三
の
問
題
|
|
ヤ
l
ル

カ
ン
ド
の
一
史
料
の
検
討
を
遜
じ
て
|
|
」
(
『
史
拳
雑
誌
』
第
八
八
巻

三
銃
一
九
七
九
年
〉
二
六
頁
。

(
招
〉
拙
稿
「
清
代
田
彊
の
耕
地
面
積
(
仮
題
)
」
『
甲
南
大
皐
紀
要
文
皐
編

八
九
|
|
故
田
中
峰
雄
数
授
迫
悼
特
集
』
一
九
九
四
年
三
月
l
稼
定
l
。

ハ
泊
〉
寛
氏
は
「
清
代
新
彊
農
業
生
産
力
的
褒
展
」
(
『
西
北
民
族
研
究
』
一

九
パ
八
年
第
二
期
、
二
六
一
|
二
七
五
頁
〉
と
題
し
た
論
文
を
、
蛍
該

論
文
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
公
刊
さ
れ
て
お
ら
れ
ーる
。
こ
れ
は
清
朝
期
の
新

彊
農
業
と
中
圏
内
地
と
の
農
業
生
産
の
線
量
比
較
な
ど
に
重
貼
を
置
い

た
も
の
で
、
先
掲
註
ハ
3
)
で
筆
者
が
指
摘
し
た
前
提
に
配
慮
が
な
く
、

蛍
面
の
行
論
に
取
り
上
げ
る
必
要
が
な
い
。

(
担
〉
嶋
崎
昌
「
東
ト
P
ル
キ
ス
タ
ソ
に
於
け
る
カ
l
レ
l
ズ
描
幅
減
の
起
源

に
つ
い
て
」
「
林
則
徐
と
カ
l
レ
l
ズ
港
紙
法
」
。
い
ず
れ
も
『
惰
唐

時
代
の
東
ト
ゥ
ル
キ
ス
タ

γ
研
究
』
東
京
(
東
京
大
皐
出
版
舎
)
一
九

七
七
年
に
所
枚
。

ハ
お
〉
同
り

saHr-H，・ロ
-
-
M
N

向
、
。
ミ
。
、
。
若
宮
K
g
S
師
、

R
q
E語
、
立

』
匂

a
s
b
w・
8
遺
書

gn向。
H
1
・
旬
、
同
J
U
-
H
V雪
G
H
F
の
と

2
E・

5
a
-
M
M・J
ミ|斗∞・

〈
日
初
)
山
田
信
夫
「
ウ
イ
グ
ル
文
貸
借
契
約
書
の
書
式
」
ハ
『
大
阪
大
皐
文
皐

部
紀
要
二
』
一
九
六
五
年
)
資
料
九
と
資
料
十
。

(
幻
)
山
田
氏
の
遺
稿
を
中
心
に
編
集
さ
れ
た
『
ウ
イ
グ
ル
文
契
約
文
書
集

岳
ハ
全
三
巻
大
阪
大
皐
出
版
舎
一
九
九
三
年
秋
|
刊
行
預
定
|
〉

の
共
同
編
者
、
特
に
森
安
孝
夫
氏
か
ら
の
口
頭
の
数
示
に
よ
る
。
な
お
こ

こ
に
も
、
春
先
の
小
委
用
耕
地
の
文
書
が
も
う
一
黙
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

〈
お
〉
(
椿
園
)
七
十
一
『
西
域
開
見
録
』
倉
因
。

〈
却
)
『
欽
定
回
彊
則
例
』
巻
五
「
借
給
新
陸
阿
脊
木
伯
克
等
糧
石
」
の
例

に
、
乾
隆
四
一
年
の
こ
と
と
し
て
、

庫
車
阿
奇
木
伯
克
阿
克
伯
克
呈
稽
、
伊
由
伊
忍
陸
至
庫
車
、
所
携

谷
口
衆
多
。
本
年
所
種
之
糧
、
向
未
収
穫
。
懇
借
官
糧
一
百
石
、

倹
秋
成
後
、
照
数
鍛
納
等
ρ

と
あ
る
。
制
到
謄
記
事
を
『
清
貧
録
』
な
ど
の
編
年
史
料
の
中
に
夜
見
で

き
ず
、
正
確
な
播
種
の
時
期
が
剣
明
し
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
今
f

年
植
え
た
糧
と
秋
の
牧
穫
が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
春
の
播
種

と
秋
の
収
穫
の
事
例
と
は
見
な
し
う
る
。
同
様
の
例
が
、
同
書
に
ア
ク

ス
h
y

へ
の
縛
任
の
ケ
l
ス
と
し
て
裁
っ
て
い
る
。

(
川
相
〉
金
善
質
主
編
『
中
園
小
褒
栽
培
皐
』
北
京
一
九
六
一
年
、
三
ニ
頁
。

(MU〉
金
善
賓
・
劉
定
安
主
編
『
中
園
小
褒
品
種
士
山
』
北
京
一
九
六
回

年
、
二
一
二
|
一
一
二
三
頁
。

ハ
必
)
保
柳
睦
美
『
シ
ル
ク
・
ロ
・
l
ド
地
帯
の
自
然
の
織
再
選
』
東
京
(
古

今
書
院
〉
一
九
七
六
年
、
二
六
八
|
二
六
九
頁
。
張
之
毅
(
〈

U
E口
開

(VEr--〉
『
〈
圏
立
中
央
研
究
院
西
北
科
息
考
察
圃
報
告
〉
新
彊
之
経
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済
』
上
海
一
九
四
六
年
、
二
八
|
二
九
頁
に
撮
れ
ば
、
二
年
三
季
作

の
コ
ム
ギ
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
匪
(
ホ
タ
ン
・
ヤ
ル
カ
ン
ド
・
カ
シ
ュ
ガ

ル
〉
と
コ
ム
ギ
・
ゴ
ウ
リ
ャ

γ
匡
(
ト
P
ル
フ
ァ

γ
)
と
、
一
年
一
季

作
の
ク
チ
ャ
(
春
コ
ム
ギ
臣
〉
、
e

ア
ク
ス
世
(
ム
ギ
u
イ
ネ
直
)
に
、

分
け
ら
れ
て
い
る
。
一
季
作
の
地
域
が
、
清
朝
進
出
時
に
お
け
る
貨
幣

経
済
の

「後
進
地
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
拙
稿
「
清
代
田
彊

の
貨
幣
制
度
|

|
一
普
爾
鋳
造
制
に
つ
い
て
|
|l
」
(
『
中
嶋
敏
先
生
古
希

記
念
論
集
上
』
東
京
一
九
八

O
年
所
収
〉
五
八
三
頁
参
照
。

(
川
相
〉
プ
ル
ジ
Z

ワ
ル
ス
キ
l
著
、
加
藤
九
鮮
・
中
野
好
之
誇
『
黄
河
源
流

か
ら

ロ
プ
湖
へ
』
東
京
(
白
水
位
〉
一
九
六
七
年
、
二
三
九
頁
。

(川叫)閉，

a
a
F
叶，・ロ
-w

屯・円帆
H
J

司
・
ゴ
・
な
お
新
彊
維
吾
爾
自
治
医
畜

牧
醐
腕
(
雀
乃
然
主
編
V
-

『
新
彊
主
要
銅
用
植
物
志
第
一
筋
』
烏
魯
木

斉

一

九

九
O
年
、
一
八
五
頁
に
は
、
成
長
期
百
十
|
百
四
十
日
で
枚

穫
後
に
冬
コ
ム
ギ
と
連
作
さ
れ
る
も
の
、
同
じ
く
六
十
|
百
十
日
で
秋

に
播
種
・
牧
穫
さ
れ
る
も
の
な
ど
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
南
彊
栽
培
種
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
導
入
の
時
期
の
手
が
か
り
は
全

;
t
;
 

l
d
、・す
h

、LV

ハ必
)
{
u
r
釦ロ
m
w
O沼
-
n
F
F
・
-v・
四
品
・

ハ
MW
〉
阿
ハ
ロ
円
。
司

arp
〉

-Z--M門
ぬ
的

b
h
Q
W止
品
川
(
凶
E
R
W話
。
、
の
と
記
局
内

F
L
2
3〉

E
.
5
5ミ
S
札
均
衡
。
『

ee弘
法
同
町
ご
三
宮

内
。
宮
司
守
い
で
た
伺
若

S
Eミ
託

、
3
h
H
F・
3
札
R
h
H
3
.
2
w
Q
詰
丸
岡
、
お
&
町
-

M
1
2
2
N
b
H
偽
札
、
。
詰
同
古
河
R
h包

3
ε
語
、
ミ
司
同
町
・
。
。

8
3・

【

U

同】ロロ
2
P
H
∞∞
N
貝

唱
-
A
F

∞・

〈
円
引
)
劉
錦
栄
『
劉
裏
動
公
奏
稿
』
各
一
一
一
光
緒
一
三
年
五
月
初
五
日

「新
彊
田
賦
戸
籍
造
崩
容
部
立
案
摺
」
、
『
欽
定
卒
定
侠
甘
新
彊
回
匿
方

略
』
巻
三
二

O
光
緒
一
一
一
一
年
四
月
四
日
劉
錦
栄
奏
。

(
組
閣
〉
楊
増
新
『
補
過
賛
文
膿
』
壬
集
下
「
電
呈
新
彊
賦
税
己
重
誇
従
綬
議

加
文
」
。

(
川
崎
〉
回
彊
の
飼
育
畜
獣
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、
信
頼
し
う
る
も
の
が
知
ら

れ
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
一
九

O
三
年
に
な
る
ム
ッ
ラ
I
H
ム
l
サ

ー
の
前
掲
書
の
政
文
(
匹
削
己
目
白
〉
に
列
皐
す
る
、
各
オ
ア
シ
ス
の
経

済
朕
況
の
叙
述
に
、
畜
獣
の
多
寡
や
放
牧
地
の
堕
痩
を
附
記
し
て
い
る

こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
蛍
事
者
テ
ユ
ル
キ
ー
に
と
っ
て
富
と
は
土
地

と
畜
獣
で
あ
り
、
そ
の
数
と
質
を
問
題
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

〈
印
〉
例
え
ば
、
出
回
目
色
P

F
広
・
や
日
野
強
『
伊
慾
紀
行
下
』
東
京

一
九
O
九
年
、
二
六

O
l
-
-六
一
頁
。

(
日
〉
馬
園
梁
「
和
団
地
区
経
済
史
略
」
(
陳
筆
編
『
和
因
縁
洲
研
究
』
烏

魯
木
斉
一
九
八
八
年
〉
二
七
五
頁
。

(
臼
〉
ラ
チ
モ
ア
著
中
園
研
究
所
誇
『
ア
ジ
ア
の
焦
貼
』
東
京
(
弘
文

堂
U

一
九
五
一
年
、
二
一
七
|
一
ご
八
頁
。

〈
回
〉
員
団
安
「
オ
ア
シ
ス
・
パ
ー
ザ
ー
ル
の
静
態
研
究
|
|
一
九
世
紀
後

学
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
の
場
合
|
|
」

『中
央
大
祭
大
皐
院
年
報
六
』
一

九
七
七
年
。
同
氏
「
綿
業
か
ら
み
た
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
・
オ
ア
シ
ス
枇
禽

の
一
断
面
|
|
一
八
七

0
年
代
に
つ
い
て
|
|
」
『
(
中
央
大
拳
)
ア
ジ

ア
史
研
究
一
一
』
一
九
七
八
年
。

(
日
刊
〉
プ
ル
ジ
ェ
ワ
ル
ス
キ
1
前
掲
書
、
二
四
二
一
貝
。
ム
ッ
ラ
l
n
ム
l
サ

l
前
掲
書
、
三

O
六
頁
。

ハ
日
〉
拙
稿
「
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
の
カ
I
レ
l
ズ
小
考
」
(
『
内
陸
ア
ジ
ア
・
西

ア
ジ
ア
の
祉
曾
と
文
化
』
東
京
(
山
川
出
版
社
)
一
九
八
三
年
所
枚
〉

四
五
九
|
四
八

O
頁。
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Inner Mongolia by the Qalq-a. When these problems were resolved in

1655, the Qing obliged the “nine white tributes” per year 九白年貢as the

Eight Jasaγ'ｓobligation and deter皿ined the quantity of bestowal from the

Qing court to them. This system was maintained until the 25th year of

Kangxi康煕, 1686.　　　　　　　　　……

　　

However, when Qalq-a surrendered as ａ result of their evacuation to

Inner Mongolia from raldan 鳴爾且'ｓ invasion of Qalq-a after 1688, the

Qing reorganized Qalq-a to the ｂａｎｎｅｒ(ｑｏslγｕ一旗)system ａｎｄﾌnominated

36 Jasars as banner chiefs.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

THE MAIZE IN EASTERN TURKISTAN

HORI Sunao

　　

A kind of maize which had originated in America rapidly spread in

Eastern Turkistan after the middle of the :19th century. But two questions

concerning the crop have remained unsolved. One concerns with when

and from where the maize cart!e to the area, and the other with possible

　　　　　　　

｜

　　　　　　　　　　

・

　　

r

　　　　　　　

・

　

・

　　　　　　

・

　　　　　　

..』1
reasons for and the social background of its rapid diffusion.

　　

For the first problem, this paper proposes that maize had been brought

into the area by land from the West before the Qing dynasty's advance to the

region. For the second problem, the paper presents following arguments.

Ｔｈｅ丘rst is that･whether the area was ･capable to support its population

is not an essential problem to be considered here. Consequently, the

paper argues that we must give more careful attention to various changes

concurrently happening with the diffusion of maize in Eastern Turkistan

agriculture.

　　

These changes, namely the decrease of fallow lands, the diffusion of

winter wheat and consequent multiple cropping, were in the same social

trend in which the spread of maize and karezes took ｐ!ace.

　　

Maize was accepted in Easte°Turkistan because it was ａ crop that

went along with the progress of the area's monetary economy.　Through

the analysis of the role maize played there and then, we can obtain ａ

- ４－



comprehensive ｅχplanationfor all the changes pointed above at the same

time.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－
BETWEEN THE “DUTY OF ＳＡＬＴ” AND “ＪＺＺ£４Ｚ）”

　　　　　　　　　　　　　

Hamada Masami

　　

How the Qing dominion of the Eastern Turkistan acquired the neces-

sary legitimacy ？　The emperor Qianlong 乾隆was deeply convinced of

the universality of his“Celestial Fortune” to ｅχpand his dominion over the

Ｎｅｗ Ｔｅｒｒiｔｏｒｙ,whileits Muslim inhabitants had, needless to say, no-

thing to do with the Confucian idea of polity. According to the Muslim

view on the world, it is divided in tｗｏ:the House of Islam and the

House of War. The Muslims of Eastern Turkistan got to know till the

end of the 19th century, at latest, the juristic opinion. that a believer who

finds himself in the House of War has to immigrate to the other part of

the world, conformably to the Prophet's way. But in reality, they lived

under subjugation to the infidels for centuries. It is true that among the

local Muslims there existed always the anti-Qing faction which, from time

to time, invoked the ｊｉｈａｄ．butthe majority, from hereditary ｔむａれｇdown.

vindicated the Qing dominion｡

　　

It is well known that the Qing authorities took ａ sort ｏ{　laiｓｓｅｒ.

かかg policy towards the local Muslim society of χin Jiang新疆so that its

ruling class, so called begs, could conduct themselves like true independent

rulers vis-d-vts their coreligionists subordinated to them. Until 1864, the

question whether the Eastern Turkistan had changed into the House of

War was scarecely raised and the native &昭s regarded their subjugation to

the Qing as ａ matter of course, being based on their proper moral sense

of which the sources were anything but the Islamic jurisprudence｡

　　

First, they were convinced of the justice, ０ｒto say more precisely,

fairness, of the emperors of China comparable with Anusirvan.“Indeed

they are infidel, but righteous. So you have to obey them.”Secondary,

they were bound in sense of duty, duty of salt (and bread) tuz (ｅｔｍｅｋ）

－５－


